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はじめに 

この文書では、VLANトラフィックを監視および分析するために sFlow対応デバイスと連携するようにNTA

を設定する例を提供します。 

前提条件 

VLAN トラフィックのモニタリングおよび分析用に NTA および sFlow を設定する前に、sFlow 対応デバイ

スに正しい SNMPコミュニティおよび SNMPポート番号を設定してください。 

この文書では、SNMPコミュニティとして Publicを使用し、SNMPポートとして 161を使用します。 

制限事項およびガイドライン 

sFlow 対応デバイスを使用して VLAN トラフィックを監視および分析するように NTA を設定する場合は、

次の制約事項およびガイドラインに従ってください。 

• sFlow対応デバイスの CLI設定のポート番号が、NTAサーバーのサーバー設定のポート番号と同

じであることを確認してください。 

• リソースプールから sFlow対応デバイスを選択するには、それがすでに iMCプラットフォームに追

加されていることを確認してください。 

例:sFlow対応デバイスと連携して VLAN間ト

ラフィックを監視するための NTAの設定 

ネットワーク構成 

図 1に示すように： 

H3C S3600V2-28TP-EIスイッチは、企業ネットワークのディストリビューションレイヤに配置されます。 

• 販売部門は VLAN2に属し、ストレージ部門は VLAN3に属します。 

NTA サーバーが VLAN2 と VLAN3 間のトラフィック統計情報を監視できるようにするには、次のタスクを

実行します。 

• H3C S3600V2-28TP-EIスイッチで sFlowを設定して、イーサネット 1/0/1上のトラフィック統計情報

を収集します。 

• H3C S3600V2-28TP-EIスイッチから受信した sFlowデータに基づいてレポートを分析および生成

するように NTAサーバーを構成します。 
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図 1 ネットワーク図 

 
 

使用されるソフトウェアバージョン 

この設定例は、H3C S3600V2-28TP-EI、Comware Software、Version5.20、Release2103 で作成およ

び検証されています。 

H3C S3600V2-28TP-EIスイッチでのsFlowの設定 

#sFlowエージェントの IPアドレスを 90.16.0.9に設定します。 

<3600V2> system-view 

[3600V2] sflow agent ip 90.16.0.9 

#sFlowコレクタ用に次のパラメータを設定します。 

• sFlowコレクタ ID1。 

• IPアドレス 192.168.1.220。 

• ポート番号 6343(デフォルト)。 

• 説明 NTA Server。 

[3600V2] sflow collector 1 ip 192.168.1.220 port 6343 description NTAServer 

#イーサネット 1/0/1 でカウンタサンプリングをイネーブルにし、カウンタサンプリング間隔を 120 秒に設定

します。 

[3600V2] interface Ethernet 1/0/1 

[3600V2-Ethernet1/0/1] sflow counter interval 120 

#カウンタサンプリング用に sFlowコレクタ 1を指定します。 

[3600V2-Ethernet1/0/1] sflow counter collector 1 

[3600V2-Ethernet1/0/1] quit 
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NTAサーバーの設定 

H3C S3600V2-28TP-EIスイッチを sFlowデバイスとして追加 

1. Serviceタブをクリックします。 

2. ナビゲーションツリーで、Traffic Analysis and Audit > Settingsを選択します。 

Settingsページが表示されます(図 2を参照)。 

図 2 Settingsページへのアクセス 

 
 

3. Guide to Quick Traffic Analysis And Audit Configuration領域で、Device Managementをクリッ

クします。 

4. デバイスリストで、Addをクリックします。 

Add Deviceページが開きます。 

5. 図 3に示すように、sFlowデバイスパラメータを設定します。 

a. アクセスレイヤスイッチを sFlowデバイスとして追加します。 

デバイスを手動で追加するか、iMCプラットフォームからデバイスを選択して追加できます。デバ

イスを手動で追加するには、Device IPフィールドにデバイスの IPアドレスを入力し、Nameフィ

ールドにデバイス名を入力します。この例では、選択方法を使用しています。 

Selectをクリックし、表示されたダイアログ・ボックスで IPアドレスが 172.2.0.66のスイッチを選

択して、OKをクリックします。Name、SNMP Community、および SNMP Portの各フィールドに

は、それぞれ S3600V2-28TP-EI、Public、および 161が自動的に入力されます。 

b. 他のパラメータのデフォルト値を使用します。 

6. OKをクリックします。 
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図 3 sFlowデバイスを追加する 

 

サーバー構成のデプロイ 

1. Settingsページにアクセスします。 

2. Guide to Quick Traffic Analysis And Audit Configuration領域で、Server Managementをクリック

します。 

Server Managementページが開きます。 

この例では、NTAは IMCプラットフォームと同じサーバーにデプロイされます。サーバーはサーバ

ーリストに IPアドレス 127.0.0.1とともに表示されます。 

図 4 NTAサーバーの表示 

 
 

3. IPアドレスが 127.0.0.1の NTAサーバーのModifyアイコンをクリックします。  

Server Configurationページが開きます。 

4. 図 5に示すように、必要に応じてサーバーパラメータを変更します。 

a. Server Nameフィールドに名前を入力します。 

この例では、127.0.0.1を使用します。 

b. Device Information領域で、S3600V2-28TP-EIという名前のデバイスを選択します。 

c. 他のパラメータのデフォルト値を使用します。 

5. Deployをクリックします。 
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図 5 サーバー構成の変更 

 

VLAN トラフィック分析タスクの追加 

1. Settingsページにアクセスします。 

2. Guide to Quick Traffic Analysis and Audit Configuration領域で、Traffic Analysis Task 

Managementをクリックします。 

Traffic Analysis Task Managementページが開きます(図 6を参照)。 

図 6 Traffic Analysis Task Managementページへのアクセス 

 
 

3. トラフィック分析タスクリストで、Addをクリックします。 

Select Task Typeページが開きます。 

4. VLAN/VXLANを選択し、Nextをクリックします。 
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Add Traffic Analysis Taskページが開きます。 

5. 図 7に示すように、トラフィック分析タスクパラメータを設定します。 

a. Task Nameフィールドにタスク名を入力します。 

この例では、VLAN Taskを使用します。 

b. Serverリストから 127.0.0.1を選択します。 

c. VLAN Typeリストから VLANを選択します。 

d. Statistics Directionリストから Inを選択します。 

e. Readerフィールドの横にある Selectをクリックします。表示されたページで、タスクを表示する

権限を持つ演算子グループを選択し、OKをクリックします。 

f. VLAN Information領域で、Selectをクリックして、監視する VLANを追加します。 

VLANは手動または自動検出によって追加できます。VLANを手動で追加するには、Manualタ

ブをクリックし、VLAN IDおよび VLAN名を入力します。この例では自動検出方式を使用してい

ます。 

表示されたウィンドウで、VLAN2と VLAN3を選択し、Addをクリックします。 

g. VLAN Information領域で、3600V2という名前のデバイスを選択します。 

h. 他のパラメータのデフォルト値を使用します。 

6. OKをクリックします。 

図 7 VLAN トラフィック分析タスクの追加 
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設定の確認 

NTAを使用すると、すべての VLANトラフィック分析タスクのサマリーレポートおよび個々の VLANトラフィ

ック分析タスクのレポートを表示できます。 

すべての VLAN分析タスクのサマリーレポートの表示 

1. Serviceタブをクリックします。 

2. ナビゲーションツリーで、Traffic Analysis and Audit > VLAN/VXLAN Traffic Analysis Taskを選択

します。 

VLAN/VXLAN Traffic Analysisページが開き、図 8に示すように、すべての VLAN分析タスクのサ

マリーレポートが表示されます。 

図 8 LAN トラフィックタスクに関するサマリー情報の表示 

 
 

個々の VLAN トラフィック分析タスクのレポートの表示 

VLAN タスクという名前の VLAN トラフィック分析タスクのトラフィック情報の表示 

1. VLAN/VXLAN Traffic Analysisページにアクセスします。 

2. Summary List領域で、VLAN Taskをクリックします。 

VLAN Taskページが開きます。デフォルトでは、VLAN Taskページには Trafficタブが表示されま

す。このタブには、図 9に示すように、VLAN Taskという名前の VLAN トラフィック分析タスクのトラ

フィック傾向と詳細が表示されます。 
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図 9 VLAN トラフィック分析タスクのトラフィック情報の表示 

 
 

VLAN タスクという名前の VLAN トラフィック分析タスクのアプリケーショントラフィック情報の表示 

VLAN Task ページで、Application タブをクリックします。このタブには、図 10に示すように、VLAN Task

という名前の VLAN トラフィック分析タスクのアプリケーショントラフィック情報が表示されます。 
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図 10 VLAN トラフィック分析タスクのアプリケーショントラフィック情報の表示 

 
 

VLAN タスクという名前の VLAN トラフィック分析タスクのセッショントラフィック情報の表示 

VLAN Task trafficページで、Sessionタブをクリックします。このタブには、図11に示すように、VLAN Task

という名前の VLAN トラフィック分析タスクのセッショントラフィック情報が表示されます。 
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図 11 VLAN トラフィック分析タスクのセッショントラフィック情報の表示 

 
 


